
北アフリカ、南米、アジアで政変、暴動続発

モザンビーク　2010年９月
政府のパン、電気や水道の値上げ表明を
受けて、９月１日抗議デモ発生、
13名死亡。７日に政府は

値上げを撤回。

イラク　2011年２月
６日、インフラの改善や雇用創出などを
求める数千人規模のデモ発生。
同日、首相は毎月の食料
配給を増やす旨、表明。

ヨルダン　2011年２月
14日、食料品及びガソリン
価格の高騰に抗議して、
約５千人が各地でデモ。

エジプト　2011年１月
25日、ムバラク大統領退陣を
求める反政府デモ発生。デモが
大規模化。２月11日、大統領が

辞任。

チュニジア　2010年12月
高い失業率、物価高の中、
１月10日抗議デモ発生。
２日間に19名が死亡。
14日、ベンアリ政権崩壊。

アルジェリア　2011年１月
３日、砂糖、食用油、小麦の
価格高騰に対して抗議する
暴動が発生、３名死亡。

８日、政府は諸税金の撤廃など
８つの価格統制の措置を導入。

ボリビア　2011年１月
24日、首都の南300キロの町で、
食料品、ガソリンなどの値上げ
に怒り、５千人がデモ。

イエメン　2011年１月
23日、サレハ大統領退陣を
求める反政府デモ発生

インド　2010年12月
季節外れの雨による供給不足で
タマネギ価格が２倍に上昇、
政府は輸出を禁止し、

輸入関税を大幅に引き下げた

資料：農林水産省　「国際的な食料需給の動向」（平成23年２月17日）より

過去に実施された措置（平成23年１月20日現在）
輸出禁止：カンボジア（コメ）、ベトナム（コメ）、インド（とうもろこし）、パキスタン（小麦）、ブラジル（政府米）、
　　　　　エクアドル（コメ）、ホンジュラス（豆類、とうもろこし）、カザフスタン（小麦）、
　　　　　セルビア（小麦、とうもろこし、大豆等）、エジプト（コメ）、タンザニア（食用作物）、ブルキナファソ（穀物）、
　　　　　エチオピア（小麦等）、ギニア（農林水産物）、マラウイ（とうもろこし）、ザンビア（とうもろこし）
輸出税賦課：ロシア（小麦、大麦）、ベトナム（コメ）、キルギス（ひまわり等）、中国（小麦、大豆、コメ等）、アルゼンチン（乳製品）
輸出枠：カンボジア（コメ）


